
◆ チケットのご購入はこちらから⇒
　https://teket.jp/4537/15626
　　　　　 
◆ 前売り   チケットぴあ
                    ミューザ川崎シンフォニーホール
                    チケットセンター

中央大学管弦楽団
第88回定期演奏会

2022.12.16 (FRI)
開場 18:00  
開演 18:45

佐藤寿一（当団常任指揮者）

<公式HP> 　http://chuo-uni-phil.wixsite.com/chuophill

<Twitter・Instagram>     @chuo_orchestra

<Facebook>    中央大学管弦楽団

  I.ストラヴィンスキー
　　　交響曲第1番 変ホ長調 Op.1
 F.シューベルト
　　　交響曲第7番 ロ短調 D.759「未完成」
 C.サン＝サーンス
　　　歌劇『サムソンとデリラ』よりバッカナール

主催　中央大学学友会文化連盟
　　　音楽研究会管弦楽部
後援　八王子市、川崎市 

お問い合わせ   070-1518-0809(総務・佐々木)
chuoorche.soumu@gmail.com

チケット      1,000円（全席指定）
ミューザ川崎シンフォニーホール



ＪＲ川崎駅より徒歩3分
京急川崎駅より徒歩8分

ミューザ川崎シンフォニーホール アクセス

\ チケットプレゼントご応募はこちら /

埼玉大学教養学部（哲学コース／音楽美学）を
卒業後、指揮に転向。指揮を小松一彦、 高階正
光、前田幸市郎の各氏に師事。これまでに山形
交響楽団、千葉交響楽団、仙台フィルハーモニ
ー管弦楽団、東京都交響楽団、東京フィルハー
モニー交響楽団、ハンガリーのサヴァリア交響
楽団、韓国カンナム交響楽団、国立台灣交響楽
団青年部などを指揮。またオペラ『フィガロの
結婚』『ヘンゼルとグレーテル』『カルメン』
『あまんじゃくとうりこひめ』では指揮と同時
に演出も手掛け、好評を博した。13年にはニュ
ーヨークカーネギーホールで『第九』その他を
指揮し、満席の聴衆総立ちのスタンディングオ
ベーションという熱狂を巻き起こす成功を収め
た。98年から04年まで山形交響楽団指揮者。令
和2年度宮城県芸術選奨受賞。89年から中央大
学管弦楽団を指導している。

 　中央大学唯一のオーケストラであり、学内において中央大学学友
会文化連盟音楽研究会管弦楽部として活動している。当団の前身で
あった「室内楽部」が、1955年に中央大学設立70周年記念式典でシ
ューベルト作曲の「未完成」の演奏を機に「管弦楽部」と改名し、
現在に至る。
 1962年12月に第1回定期演奏会を開催以来、小松一彦、増井信貴、大
高義人、佐藤寿一各氏の指揮により演奏会を重ねている。
 　プロの指揮者や演奏家の方から指導を受け、毎年5月・12月に定期
演奏会を開催している。7月には音楽研究会に所属する他部会とのジ
ョイントコンサート、入学式・卒業式での演奏、また楽器のセクシ
ョン別での演奏会を積極的に開催し、1年を通して精力的に活動して
いる。

ご応募いただいた方に、メールにて
    クーポンコードをお伝えいたします。

https://forms.gle/WB4Dce3nhVoyFL9g9

指揮　佐藤寿一

中央大学管弦楽団

I.ストラヴィンスキー
 交響曲第１番 変ホ長調 Op.1


　イーゴリ・ストラヴィンスキー(1882~1971)は近代音楽の先駆けとな
ったロシアの作曲家である。
　交響曲第1番はストラヴィンスキーが作曲した初めての管弦楽曲で
あり、彼がニコライ・リムスキー＝コルサコフに師事していた時期に
作曲された。
　この交響曲は習作である故にストラヴィンスキーの師・リムスキー
＝コルサコフをはじめとして、グラズノフやチャイコフスキーなど著
名な作曲家たちの影響を顕著に受けている箇所が散見される。しか
し、複雑な和音構成や拍の掴みづらい旋律などのストラヴィンスキー
らしさも随所に垣間見える。また彼の後の作品で使用されている旋律
もこの作品内には複数見られ、後の作品への影響を考えるとこの交響
曲はストラヴィンスキーの原点たる作品と言えるだろう。


